
　『民俗芸能の祭典・獅子舞』のプログラムを裏面で紹介し
ています。皆さんのご参加お待ちしています。
　また、石井中学校東側駐車場にて、石井町ボランティア
フェスティバルを同時開催します。そちらもお楽しみに！

『文字放送』　　　（石井有線テレビ）　毎日
『石井町政だより』（徳島新聞・ホームページ）　　毎月第３火曜日
『ホームページ』　　http://www.town.ishii.lg.jp/

総　数　26,938 人・男　12,850 人・女　14,088 人・世帯数 9,443 世帯　平成 19 年 10 月 1 日現在

石井町の広報

町民のうごき

議会だより
お知らせ
緊急地震速報
敬老会・金婚者激励会
健康メモ
ふれあい広場
朝食コンテスト・国民文化祭

主　な　内　容
……………………………2P〜 4P
………………………………4P〜 6P

………………………………7P
……………………8P

……………………………………9P
………………………10P 〜 11P

……………12P

日　時：平成 19 年 11 月 3 日（土）文化の日
　　　　午前 10 時から午後 4 時まで
場　所：石井中学校体育館

広　報 ２００７
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第 140 号 広　報　い　し　い 平成 19 年 10 月 28 日　（�）

　

平
成
19
年
第
3
回
石
井

町
定
例
町
議
会
を
平
成
19

年
９
月
18
日
か
ら
27
日
ま

で
の
10
日
間
の
日
程
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
議
案
は
可
決
７
議
案
、

修
正
可
決
１
議
案
と
な
り

ま
し
た
。

●
平
成
十
九
年
度
石
井
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
（
修
正

可
決
）

　
補
正
額

二
億
四
、
七
三
八
万
七
千
円

　
予
算
の
総
額

七
四
億
九
、
七
三
八
万
七
千
円

　
主
な
歳
出
の
内
容

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

一
億
二
、
八
一
〇
万
円

・
減
債
基
金
積
立
金　

五
千
万
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

三
、
七
七
七
万
五
千
円

・
老
人
保
護
措
置
費

三
、
五
九
五
万
三
千
円

・
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
（
上

　

浦
）
施
設
管
理
費

△
三
、
一
三
三
万
四
千
円

　
主
な
歳
入
の
内
容

・
前
年
度
繰
越
金

二
億
三
、
一
九
〇
万
六
千
円

●
割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正
に

関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

　

割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正
に

関
す
る
意
見
書
を
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
道
路
整
備
の
促
進
と
道
路
財
源

の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い

て
　

道
路
整
備
の
促
進
と
道
路
財
源

の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
を
衆
議

院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
、
経
済
財
政
政
策

担
当
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

●
悪
質
商
法
を
助
長
す
る
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正
を
求

め
る
意
見
書
を
政
府
等
に
提
出
す

る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書

　

悪
質
商
法
を
助
長
す
る
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正
を
求

め
る
意
見
書
を
政
府
等
に
提
出
す

る
こ
と
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
十
八
年
度
石
井
町
水
道
事

業
会
計
決
算

水道事業会計
収益的収支（税込み）資本的収支（税込み）
収　入 493,806,208 収　入 18,255,300
支　出 456,748,477 支　出 146,573,908
当年度
純利益

37,057,731 不足額 128,318,608

（単位：円）

※
不
足
額
は
、
当
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
、
減
債
積
立
金
、

繰
越
工
事
資
金
で
補
て
ん

●
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
石

井
町
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
及
び
証
券
取
引
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
必

要
な
事
項
を
改
正
す
る
た
め
本
条

例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

必
要
な
事
項
を
改
正
す
る
た
め
本

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
設
置
及

び
管
理
棟
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

石
井
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
許
可
を
受
け
て
多
量
の
一
般

廃
棄
物
を
処
分
し
よ
う
と
す
る
者

の
手
数
料
を
改
定
す
る
た
め
本
条

例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
立
幼
稚
園
保
育
料
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

石
井
町
立
幼
稚
園
保
育
料
の
減

免
規
定
を
改
正
す
る
た
め
本
条
例

を
改
正
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
九
年
度
石
井
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

　
補
正
額

一
億
六
、
九
三
一
万
五
千
円

　
予
算
の
総
額

二
〇
億
九
、
一
二
三
万
三
千
円

　
主
な
歳
出
の
内
容

・
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金

六
、
〇
五
五
万
円

・
一
般
会
計
繰
出
金

二
、
六
九
二
万
六
千
円

・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付
金

二
、
三
〇
〇
万
円

・
介
護
給
付
費
負
担
金
等
返
還
金

一
、
九
七
二
万
三
千
円

　
主
な
歳
入
の
内
容

・
前
年
度
繰
越
金

八
、
七
四
七
万
六
千
円

・
一
般
会
計
繰
入
金
追
加

三
、
七
七
七
万
五
千
円

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

　

現
人
権
擁
護
委
員
、
吉
岡
恵
美

子
氏
の
任
期
が
平
成
19
年
12
月
31

日
に
任
期
満
了
す
る
の
で
、
そ
の

後
任
候
補
者
と
し
て
同
氏
を
再
推

薦
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

決　
　
　
　
算

補　
正　
予　
算

条
例
の
一
部
改
正

人　
　
　
　
事

議
員
提
出
議
案

請　
　
　
　
願
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●
高
齢
者
関
係
に
つ
い
て

　

本
町
の
高
齢
化
率
は
、
平
成
19

年
９
月
１
日
現
在
で
23
・
９
％
と

な
っ
て
お
り
、
着
実
に
高
齢
化
社

会
へ
と
進
行
し
て
い
ま
す
。
高
齢

者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
長
寿
社
会
づ
く

り
の
た
め
に
、
各
種
施
策
や
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
新
制

度
の
も
と
、
要
介
護
状
態
等
の
軽

減
、
悪
化
防
止
策
と
し
て
「
新
予

防
給
付
」、「
地
域
支
援
事
業
」
が
、

ま
た
、
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地

域
で
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
が
導

入
さ
れ
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
平

成
20
年
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す

が
、
本
町
と
し
て
は
、
広
域
連
合

シ
ス
テ
ム
と
住
民
基
本
台
帳
及
び

老
人
受
給
者
台
帳
と
を
連
携
す
る

シ
ス
テ
ム
等
の
開
発
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
業
務
を
10
月
１
日
よ
り

町
内
２
社
会
福
祉
法
人
に
委
託
し
、

直
営
を
廃
止
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
年
間
５
０
０
万
円
程
度
の

経
費
を
削
減
で
き
る
見
込
み
で
す
。

民
間
委
託
後
も
、
安
定
的
に
高
齢

者
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
行
え
る
よ

う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　

保
育
料
に
つ
い
て
は
、
保
育
所
、

幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
に
入
所

ま
た
は
入
園
し
て
い
る
児
童
が
３

人
以
上
い
る
世
帯
に
お
い
て
、
第

３
子
以
降
の
保
育
料
を
平
成
19
年

10
月
１
日
よ
り
無
料
と
し
ま
す
。

●
建
設
課
関
係
の
事
業
に
つ

い
て

　

石
井
駅
山
路
線
街
路
新
設
事
業

に
つ
い
て
は
、
国
道
１
９
２
号
線

と
の
交
差
点
部
分
の
協
議
が
国
土

交
通
省
と
の
間
で
整
い
つ
つ
あ
り

ま
す
。
協
議
が
整
い
次
第
、
舗
装

工
事
を
発
注
す
る
予
定
で
す
。

　

町
道
高
原
33
号
線
改
良
事
業
に

つ
い
て
は
、
県
と
の
協
議
の
中
で

休
止
を
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

本
町
の
財
政
状
況
に
よ
り
、
生
活

主
要
道
路
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
た
め
、
近
い
内
に
事
業
を
再
開

す
る
方
向
で
県
と
も
協
議
を
し
て

い
き
ま
す
。
用
地
関
係
者
の
方
々

に
は
、
今
後
と
も
誠
意
を
持
っ
て

対
応
し
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
学
校
教
育
関
係
に
つ
い
て

　

高
川
原
小
学
校
北
校
舎
耐
震
改

修
及
び
大
規
模
改
造
工
事
設
計
業

務
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
設
計
業

務
委
託
契
約
を
７
月
26
日
に
締
結

し
、
受
託
業
者
が
設
計
業
務
に
取

り
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

●
社
会
教
育
関
係
に
つ
い
て

　
「
第
22
回
国
民
文
化
祭
・
と
く

し
ま
２
０
０
７
」
が
10
月
27
日
か

ら
11
月
４
日
ま
で
の
間
、
県
内
全

市
町
村
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
町

で
は
、「
民
俗
芸
能
の
祭
典
・
獅

子
舞
」
を
11
月
３
日
に
、
石
井
中

学
校
体
育
館
で
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
体
育
館
東
側
駐
車
場
で
、
石

井
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
同
時
開
催
し
ま
す
。
大
勢

の
観
客
が
楽
し
め
る
内
容
と
運
営

に
取
り
組
み
、全
国
に
む
け
て「
石

井
町
」
の
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
ま
す
。

●
中
央
公
民
館
の
運
営
に
つ

い
て

　

中
央
公
民
館
の
運
営
に
は
、
年

間
約
３
、
１
８
０
万
円
の
費
用
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
を
検
討
し
、
５
０
０

〜
６
０
０
万
円
の
委
託
料
の
削
減

を
目
指
し
ま
す
。

●
気
延
荘
つ
い
て

　

気
延
荘
の
再
利
用
に
つ
い
て
は
、

福
祉
事
業
者
や
建
設
業
者
が
現
地

確
認
を
行
い
ま
し
た
が
、
老
朽
化

が
目
立
ち
、
建
て
替
え
せ
ず
に
再

利
用
す
る
こ
と
は
困
難
と
の
判
断

で
し
た
。
今
後
は
、
施
設
を
解
体

し
用
地
を
地
権
者
に
返
還
す
る
予

定
で
す
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

立
ち
上
げ

　

公
約
を
実
現
す
る
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
に

向
け
て
、
職
員
の
配
置
等
の
諸
準

備
に
取
り
か
か
り
ま
す
。
11
月
末

か
ら
12
月
初
頭
に
立
ち
上
げ
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

●
入
札
の
改
善

　

入
札
に
つ
い
て
は
、
町
内
業
者

を
重
視
し
、
発
注
が
特
定
の
業
者

に
偏
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。
５
月
１
日
以
降
の
落
札
率

の
平
均
は
80
％
を
切
っ
て
お
り
、

１
千
万
円
程
度
の
経
費
削
減
が
で

き
て
い
ま
す
。

●
用
地
の
借
り
上
げ
料
に
つ

い
て

　

町
施
設
の
用
地
借
り
上
げ
料
に

つ
い
て
は
、
年
間
２
千
万
円
程
度

を
支
出
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
借

り
上
げ
料
の
15
％
〜
20
％
カ
ッ
ト

を
目
標
に
地
権
者
と
の
交
渉
を
進

め
ま
す
。

●
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
調
査
に
つ

い
て

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
検
査
を
、
町
民

立
ち
会
い
の
上
、
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
県
外
の
業
者
に
委
託
し
て

い
る
検
査
に
つ
い
て
も
、
検
査
の

過
程
を
公
開
し
ま
す
。

●
放
置
自
転
車
に
つ
い
て

　

石
井
駅
前
の
放
置
自
転
車
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
と
協

議
を
し
て
い
ま
す
。
石
井
町
と
し

て
は
、
自
転
車
置
き
場
を
Ｊ
Ｒ
の

所
有
地
内
か
石
井
駅
に
隣
接
す
る

町
が
管
理
す
る
公
園
に
設
置
で
き

な
い
か
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
ミ
ニ
タ
ウ
ン
集
会
に
つ
い

て
　

町
内
５
カ
所
で
実
施
し
た
ミ
ニ

タ
ウ
ン
集
会
に
は
約
２
０
０
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
町
政
に
反
映

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
は
、
も
う
少
し
小
さ
い
単
位
で

集
会
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
藤
の
ま
ち
を
目
指
し
て

　

石
井
町
内
で
新
築
家
屋
を
建
築

ま
た
は
購
入
し
、
家
屋
評
価
を
さ

れ
た
世
帯
に
藤
の
植
木
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
「
藤
の
ま
ち
観
光
Ｐ
Ｒ

事
業
」
を
始
め
ま
す
。
こ
の
事
業

に
よ
っ
て
、
石
井
町
を
「
藤
の
花

咲
く
き
れ
い
な
町
」
と
し
て
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
政
の
概
要
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と　
き　
11
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
雨
天
の
場
合
は
４
日
（
日
））

と
こ
ろ

農
業
大
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

内　
容　

・
幼
稚
園
児
に
よ
る
牛
の
写
生
大

会
（
午
前
10
時
～
正
午
）

・
牛
の
体
重
当
て
ク
イ
ズ

※
産
業
経
済
課

℡
６
７
４―

１
１
１
８

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
全
小
中
学
校
に

配
備

　

役
場
・
小
中
学
校
な
ど
町
内
11

カ
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
特
に
各
小
中
学
校
で
は
、
子

ど
も
が
安
心
・
安
全
な
学
校
生
活

を
送
る
た
め
、
各
校
ご
と
に
１
教

師
を
救
急
指
導
者
と
し
て
養
成
し
、

応
急
処
置
の
中
心
と
な
り
活
動
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

●
「
ご
意
見
・
ご
要
望
受
付

箱
」
に
つ
い
て

　

庁
舎
内
に
設
置
し
た「
ご
意
見
・

ご
要
望
受
付
箱
」
に
は
、
た
く
さ

ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
回
答
は
、
郵
送
に
て
速
や
か

に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
無
記

名
の
ご
意
見
等
へ
の
回
答
は
、
役

場
玄
関
前
ロ
ビ
ー
に
張
り
出
し
て

い
ま
す
。

●
課
長
以
上
が
案
内
係

　
10
月
１
日
か
ら
、
町
長
と
課
長

が
案
内
係
と
し
て
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら
５

時
ま
で
交
代
で
庁
舎
内
を
ご
案
内

し
ま
す
。
担
当
課
が
わ
か
ら
な
い

と
き
や
申
請
書
等
の
記
入
の
仕
方

が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
「
い
し
い
ド
ー
ム
」
に
つ

い
て

　

４
月
か
ら
８
月
の
４
カ
月
の

利
用
状
況
は
１
３
１
日
間
で

７
万
６
５
９
人
、
一
日
平
均

５
３
９
人
で
し
た
。
使
用
料
収
入

は
、
４
、４
９
７
万
６
、５
２
０
円
、

一
日
平
均
約
34
万
３
、３
３
２
円

で
し
た
。　

　

課
題
の
年
間
運
営
業
務
委
託
料

に
つ
い
て
は
、
７
月
か
ら
無
料
講

座
開
催
指
導
業
務
委
託
料
を
無

料
と
す
る
変
更
契
約
を
締
結
し
、

４
１
６
万
５
千
円
の
経
費
削
減
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
し
い
ド
ー
ム
無
料
送

迎
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
（
9
人
乗
り
）

に
つ
い
て
は
、
石
井
町
内
で
の
運

行
を
11
月
頃
か
ら
予
定
し
て
い
ま

す
。

●
水
道
料
金
に
つ
い
て

　

石
井
町
は
、
県
内
で
一
番
水
道

料
金
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
原
因
に
は
、
徳
島
市
よ
り
水
を

購
入
し
て
い
る
こ
と
、
バ
ブ
ル
期

に
過
大
な
設
備
投
資
を
し
た
こ
と
、

滞
納
と
な
っ
て
い
る
水
道
料
金
の

回
収
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
、
特
定

の
業
者
に
集
中
し
て
工
事
を
発
注

し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
の
解
決
に
向
け

て
、
水
道
課
の
改
革
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
人
権
」
と
は
、
人
間
が
人
と

し
て
本
来
も
っ
て
い
る
権
利
で
、

す
べ
て
の
人
が
平
等
で
幸
せ
な
生

活
を
営
む
た
め
の
基
本
的
な
権
利

で
す
。

　

こ
の
人
権
意
識
を
高
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
研
修
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
12
月
１
日(

土)

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

内　
容

・
人
権
作
文
優
秀
作
品
表
彰
と
発

　

表
・
名
西
高
生
「
音
楽
演
奏
」

・
講
演
会

・
臨
時
人
権
相
談
室
開
設　
　

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
無
料
臨
時
託
児
預
か
り
室
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
人
権
教
育
課

℡
６
７
４―

７
５
０
５

知
ろ
う　
考
え
よ
う

　
　
　
　
　
　
人
権
の
大
切
さ

「
ご
存
じ
で
す
か
？
」

　
毎
年
12
月
４
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
人
権
週
間
で
す
。

と　
き　
11
月
９
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
（
全
館
）

内　
容

・
講
演
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

　
ロ
ー
ム
を
予
防
し
よ
う
！
」

・
健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
め
ぐ
り

　

な
ど

★
入
場
券
は
不
要
で
す
。
簡
単
な

軽
食
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

※
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
６
７
４―

０
０
０
１

と　
き　
12
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

対
象
者　
０
歳
か
ら
小
学
３
年
生

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る
よ
☆

※
福
祉
生
活
課

℡
６
７
４―

１
１
１
６

募
集
学
科
・
定
員

生
産
技
術
科
20
名
／
電
子
技
術
科

20
名
／
住
居
環
境
科
20
名
／
情
報

技
術
科
20
名

応
募
資
格

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
３
月

卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）

入
試
科
目

数
学
（
数
学
Ⅰ
）、英
語
（
英
語
Ⅰ
）

願
書
受
付

平
成
20
年
１
月
21
日
～
30
日

（
当
日
消
印
有
効
）

※
四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

　

学
務
課

〒
７
６
３―

０
０
９
３

香
川
県
丸
亀
市
郡
家
町
３
２
０
２

℡
０
８
７
７―

２
４―

６
２
５
５

お 知 ら せ

imformation

催

し

第
51
回
乳
牛
・
和
牛
共
進
会

総
ぐ
る
み
人
権
啓
発
研
修
大
会

第
25
回
石
井
町
健
康
ま
つ
り

ふ
じ
っ
こ
親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会

四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校

平
成
20
年
度
学
生
募
集　
　

募

集
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四
国
観
光
検
定
は
、
四
国
の
自

然
、
歴
史
、
文
化
等
の
ほ
か
、
四

国
各
県
の
郷
土
料
理
や
伝
統
行
事

な
ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
、
豊

富
な
知
識
を
持
っ
た
人
材
の
育
成

と
観
光
客
の
受
入
態
勢
の
整
備
を

目
的
と
し
て
、
四
国
４
県
の
観
光

協
会
が
連
合
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
を
は

じ
め
、
全
国
の
四
国
フ
ァ
ン
の
皆

さ
ま
に
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る

よ
う
、
わ
か
り
や
す
い
案
内
書
形

式
の
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
を
作
成
し

ま
し
た
。
テ
キ
ス
ト
の
ご
愛
読
と

と
も
に
観
光
検
定
試
験
に
も
、
ぜ

ひ
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

■
検
定
試
験

12
月
９
日
（
日
）

四
国
各
県
で
同
時
開
催

※
（
財
）
徳
島
県
観
光
協
会

℡
６
５
２―

８
７
７
７

　

石
井
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
長
寿
社
会
課
）
が
９
月
30

日
で
廃
止
さ
れ
、
10
月
１
日
よ
り

左
記
の
２
カ
所
に
新
し
く
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　

事
業
所
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
は
従

来
ど
お
り
提
供
さ
れ
ま
す
の
で
、

今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
石
井
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

担
当
地
区　

石
井
地
区
（
重
松
を

除
く
）、
高
川
原
地
区

住
所　

城
ノ
内
５
６
３
番
地

℡
６
７
４―

７
２
６
５

◆
石
井
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

担
当
地
区　

石
井
字
重
松
、
浦
庄

地
区
、
高
原
地
区
、
藍
畑
地
区

住
所　

上
浦
２
３
９
番
地

℡
６
７
５―

３
７
２
２

◎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
っ
て
？

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
住
み
慣

れ
た
石
井
町
で
安
心
し
た
生
活
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
を
行
う
総

合
機
関
で
す
。

　

職
員
は
①
保
健
師
ま
た
は
保
健

師
に
準
ず
る
者
②
社
会
福
祉
士
ま

た
は
、
社
会
福
祉
士
に
準
ず
る
者

③
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
３
職

種
が
い
ま
す
。

◎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
っ
て

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
？

①
包
括
的
支
援
事
業

・
介
護
予
防
事
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
（
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

作
成
な
ど
）

・
介
護
保
険
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
含

む
高
齢
者
や
家
族
に
対
す
る
総
合

的
な
相
談
・
支
援 

・
被
保
険
者
に
対
す
る
虐
待
防
止
、

早
期
発
見
な
ど
の
権
利
擁
護
事
業

・
支
援
困
難
な
ケ
ー
ス
へ
の
対
応

な
ど
介
護
支
援
専
門
員
へ
の
支
援

②
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
と

し
て
の
介
護
予
防
支
援
事
業                       

・
石
井
町
の
指
定
を
受
け
介
護
予

防
支
援
事
業
（
要
支
援
１
、
要
支

援
２
の
人
の
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト 

（
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計

画
の
作
成
な
ど
）
）
を
行
う
。

※
長
寿
社
会
課

℡
６
７
４―

６
１
１
１

　

75
歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
方

は
65
歳
）
以
上
の
方
は
、
す
べ
て

現
在
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
制

度
か
ら
新
た
な
医
療
保
険
制
度

「
後
期
高
齢
者
医
療
」
の
加
入
者

と
な
り
ま
す
。
受
付
窓
口
は
引
き

続
き
市
町
村
役
場
に
お
い
て
行
い

ま
す
。

保
険
証
は
ど
う
な
る
の
？

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
新
し

い
保
険
証
が
１
人
に
１
枚
交
付
さ

れ
ま
す
。
平
成
20
年
４
月
か
ら
老

人
保
健
医
療
受
給
者
証
は
使
え
ま

せ
ん
。

保
険
料
を
払
う
の
？

  

加
入
者
（
被
保
険
者
）
全
員
が

所
得
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
る
保
険

料
を
納
め
ま
す
。
原
則
と
し
て
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

自
己
負
担
は
変
わ
る
の
？

　

今
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
と
同

じ
で
す
。
一
般
の
方
は
１
割
負
担
、

現
役
並
み
の
所
得
の
あ
る
方
は

３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。
療
養
費

の
給
付
に
つ
い
て
も
今
ま
で
ど
お

り
で
す
。

※
長
寿
社
会
課

℡
６
７
４―

６
１
１
１

※
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合
事
業
課

℡
６
７
７―

３
６
６
６

　

阿
波
踊
り
体
操
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る
体
操
で

す
。
ま
た
、
短
時
間
で
楽
し
く
体

を
動
か
せ
る
の
で
、
運
動
不
足
を

解
消
す
る
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

　

阿
波
踊
り
体
操
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
無
料
で
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
の
後
、

貸
し
出
し
手
続
き
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

（
手
続
き
に
必
要
な
も
の
）

印
鑑
・
身
分
証
明
で
き
る
も
の（
免

許
証
・
保
険
証
等
）

※
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
６
７
４―

０
０
０
１

　

あ
き
地
等
に
雑
草
が
は
え
繁
っ

て
、
迷
惑
し
て
い
る
と
い
っ
た
苦

情
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
と
、
病

害
虫
の
発
生
、
交
通
の
妨
害
、
枯

草
に
よ
る
火
災
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
生
活
環
境
を
損
な
わ
な
い
よ

う
に
、
除
草
し
て
適
正
な
管
理
を

し
ま
し
ょ
う
。

※
福
祉
生
活
課

℡
６
７
４―

１
１
１
６

　

廃
棄
物
を
公
共
の
河
川
や
道
路

は
も
ち
ろ
ん
他
人
の
山
林
や
田
畑

な
ど
へ
捨
て
た
り
、
放
置
す
る
こ

と
は
廃
棄
物
処
理
法
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

豊
か
で
美
し
い
環
境
が
保
全
さ

れ
る
よ
う
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
福
祉
生
活
課

℡
６
７
４―

１
１
１
６

高
齢
者
・
介
護

四
国
観
光
検
定
の
ご
案
内

石
井
町
地
域
包
括
支
援　

セ
ン
タ
ー
よ
り
お
知
ら
せ

75
歳
以
上
の
方
へ

阿
波
踊
り
体
操
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す　

暮

ら

し

あ
き
地
等
の　
　
　

草
刈
処
理
に
つ
い
て

不
法
投
棄
の
禁
止
に
つ
い
て
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使
用
期
間
の
長
い
扇
風
機
な
ど

の
家
電
製
品
に
よ
る
火
災
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
使
用
期
間
の

長
い
家
電
製
品
を
使
用
す
る
と
き

は
、
必
ず
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

経
済
産
業
省

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、

今
年
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
等
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、

１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保

険
料
控
除
証
明
書
（
ハ
ガ
キ
）」

が
社
会
保
険
庁
か
ら
毎
年
11
月
初

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続

き
の
際
は
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領

収
書
を
添
付
等
し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
民
課

℡
６
７
４―

１
１
１
４

①
平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
離

職
さ
れ
た
方
が
、
雇
用
保
険
の
基

本
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
週

所
定
労
働
時
間
の
長
短
に
か
か
わ

ら
ず
原
則
12
月（
各
月
11
日
以
上
）

の
被
保
険
者
期
間
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

②
平
成
19
年
3
月
31
日
以
降
に
職

場
復
帰
さ
れ
た
方
か
ら
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
に
育
児
休
業
を
開

始
し
た
方
を
対
象
に
、
育
児
休
業

給
付
の
給
付
率
を
休
業
前
賃
金
の

40
％
か
ら
50
％
に
引
き
上
げ
ま
す
。

③
教
育
訓
練
給
付
の
受
給
要
件
を

平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
指
定

講
座
の
受
講
を
開
始
さ
れ
た
方
を

対
象
に
、
被
保
険
者
期
間
３
年
以

上
と
し
、
そ
の
給
付
率
を
20
％
、

上
限
額
を
10
万
円
と
し
ま
す
。
当

分
の
間
、
初
回
に
限
り
被
保
険
者

期
間
１
年
で
受
給
可
能
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
徳
島
労
働
局
職
業

安
定
部　

℡
６
１
１―

５
３
８
３

◎
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
開
設

に
つ
い
て

　

平
成
19
年
11
月
１
日
に
、「
高

松
国
税
局
・
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」

が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
税

務
相
談
室
（
徳
島
分
室
）
を
「
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
移
行
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
の
開
設
後

は
税
務
署
の
代
表
番
号
に
お
か
け

い
た
だ
け
れ
ば
、
自
動
音
声
案
内

に
よ
り
、
国
税
に
関
す
る
一
般
的

な
相
談
は「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」

へ
、
税
務
署
へ
の
個
別
の
ご
用
件

は「
税
務
署
」へ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

　

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

は
、「
電
話
に
よ
る
相
談
」
の
み

を
行
い
、「
面
接
相
談
」
は
行
い

ま
せ
ん
の
で
、「
面
接
相
談
」
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
最
寄
り
の
税

務
署
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
税
務
署
で
の
面
接
相
談

は
、「
一
般
的
な
相
談
」
と
「
実

名
・
予
約
制
（
個
別
相
談
）」
に

よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
セ

ン
タ
ー
開
設
後
、
一
般
的
な
相
談

に
つ
い
て
は
、「
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
実
名
・
予
約
制
と
は

　

内
容
が
申
告
ま
た
は
納
税
に
直

結
し
て
お
り
、
複
雑
で
、
書
類
等

に
よ
り
事
実
関
係
の
確
認
が
必
要

な
個
別
相
談
に
つ
い
て
、
納
税
者

の
皆
様
の
住
所
・
氏
名
等
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
上
で
、
事
前
に
電
話

予
約
を
し
て
い
た
だ
き
、
面
接
に

よ
る
相
談
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

納
税
者
の
皆
様
の
待
ち
時
間
を

少
な
く
し
、
相
談
を
効
率
よ
く
行

う
た
め
に
本
年
９
月
よ
り
実
施
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
徳
島
税
務
署

℡
６
２
２―

４
１
３
１

　

石
井
町
担
当
の
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
、
平
成
19
年

10
月
１
日
よ
り
岩
佐
憲
治

さ
ん
が
新
た
に
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
井
町
の
人
権
相
談
は
、

毎
月
第
２
木
曜
日
（
午
後
１

時
か
ら
４
時
）
に
高
川
原
福

祉
会
館
で
開
設
し
て
い
ま

す
。

　

人
権
に
関
す
る
お
困
り

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
住
民
課

℡
６
７
４—

１
１
１
４

梅
岡
浪
子
さ
ん
（
上
浦
）

明
治
40
年
8
月
9
日
生
ま
れ

原
フ
ミ
子
さ
ん
（
桑
島
）

明
治
40
年
9
月
3
日
生
ま
れ

　

め
で
た
く
百
歳
を
迎
え
ら

れ
た
梅
岡
さ
ん
、
原
さ
ん
に

県
か
ら
祝
い
状
と
記
念
品
、

町
か
ら
祝
い
金
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
、
お
元
気
で

お
過
ご
し
下
さ
い
。

使
用
期
間
の
長
い
家
電
製
品

を
ご
使
用
し
て
い
る
皆
様
へ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

雇
用
保
険
法
が
変
わ
り
ま
し
た

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

人
権
擁
護
委
員
に

岩
佐
憲
治
さ
ん

祝

百

歳
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地
震
が
お
そ
れ
ら
れ
る
理
由
の

ひ
と
つ
に
、
強
い
揺
れ
が
突
然
お

そ
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
例
え
数
秒
程
度
の
わ
ず
か
な

時
間
で
あ
っ
て
も
、
大
き
く
揺
れ

る
前
に
、
そ
の
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
自
分
の
命
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ

を
可
能
に
す
る
の
が
、「
緊
急
地

震
速
報
」
と
い
う
新
し
い
情
報
で

す
。
こ
の
情
報
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
に
よ
る
放
送
等
で
、
広
く
国

民
の
皆
様
に
提
供
し
ま
す
。
緊
急

地
震
速
報
を
有
効
に
活
用
し
て
、

自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に

は
、
情
報
を
受
け
た
と
き
に
ど
の

よ
う
に
行
動
す
れ
ば
良
い
か
と
い

う
「
緊
急
地
震
速
報
の
利
用
の
心

得
」
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

緊
急
地
震
速
報
の
利
用
の
心
得

　

対
応
の
基
本
は
『
周
囲
の
状
況

に
応
じ
て
、
あ
わ
て
ず
に
、
ま
ず

身
の
安
全
を
確
保
す
る
』
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、
大
き

な
揺
れ
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
お

知
ら
せ
す
る
情
報
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
情
報
は
提
供
か
ら
大
き
な
揺

れ
が
来
る
ま
で
の
時
間
が
長
い
場

合
で
も
数
十
秒
程
度
で
あ
り
、
震

源
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
情
報
の
提

供
が
大
き
な
揺
れ
に
間
に
合
わ
な

い
場
合
が
あ
る
な
ど
、
技
術
的
な

限
界
も
あ
り
ま
す
。　

※
徳
島
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

℡
６
２
６―

０
６
７
６

屋外（街）では　
ブロック塀の倒壊等に注意して
ください。看板や割れたガラス
の落下に
注意して、
建物から
離れてく
ださい。

自動車運転中では
あわててブレーキをかけないでください。
ハザードランプを点灯し、緩やかに速度を
落とし、大きな揺れを感じたら、道路の左
側に停止してください。

緊急地震速報　四国沖で地震
強い揺れの地域　四国、近畿

家庭では　頭を保護し、丈夫な机の下に隠れてください。
　　　　　あわてて外へ飛び出さないでください。

人 がおお ぜいいる
施設では
係員の指示に従って
ください。落ち着い
て行動し、あわてて
走り出さないでくだ
さい。

●
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
来

町
し
ま
し
た

　

８
月
31
日
、
中
央
公
民
館
に
全

国
各
地
を
ま
わ
り
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
る
「
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
」
が
来
町
し
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
約
２
０
０
名
が
式
典

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
県
交
通
安
全
母
の

会
の
河
野
千
代
子
会
長
が
「
地
域

住
民
と
一
体
と
な
っ
た
効
果
的
な

交
通
安
全
対
策
を
積
極
的
に
推
進

し
て
下
さ
い
」
と
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
河
野
町

長
ら
に
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
こ
ど
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
１
・
２
・
３
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
」

の
皆
さ
ん
が
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。

●
秋
の
交
通
安
全
運
動
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た

　

９
月
21
日
に
フ
ジ
グ
ラ
ン
石
井

に
て
秋
の
交
通
安
全
運
動
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
、「
高
齢
者
の
事

故
防
止
」「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　

石
井
署
管
内
の
交
通
事
故
件

数
（
平
成
19
年
８
月
末
）
は
、
人

身
事
故
１
８
５
件
（
死
亡
１
名
・

傷
人
２
３
３
名
）、
物
損
事
故

７
０
９
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人

身
事
故
で
は
、
国
道
１
９
２
号
、

県
道
徳
島
鴨
島
線
で
の
追
突
事
故

が
目
立
ち
ま
す
。
子
ど
も
の
事
故

は
、
自
転
車
や
歩
行
中
の
道
路
へ

の
飛
び
出
し
に
よ
る
事
故
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

事
故
の
無
い
社
会
を
目
指
し
、

交
通
安
全
に
取
り
組
も
う
！

10
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

緊
急
地
震
速
報

▼
▼
み
ん
な
で
守
ろ
う
！
交
通
マ
ナ
ー
▲
▲
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９
月
14
日
、
中
央
公
民
館
で
「
敬
老
会
・
金
婚
者
激

励
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
年
度
の
対
象
者
は
、
80

歳
以
上
１
、９
９
６
人
、
金
婚
者
41
組
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
者
38
組
で
し
た
。
米
寿
到
達
者
87
人
、
90
歳
到
達

者
61
人
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
90
歳
到
達
者
３
組
、
夫
婦
そ

ろ
っ
て
80
歳
到
達
者
66
組
、
金
婚
者
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
者
の
方
々
に
町
か
ら
記
念
品
と
祝
い
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
多
年
に
渡
り
金
婚
者
に
健
康
指
圧
棒
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
稲
垣
明
さ
ん
に
対
し
町
か

ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
老
人
会
と
轟
劇
団
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

石
井
地
区

芥
川　

憙
弘

　
　
　

久
子

岡
田　

匡
弘

　
　
　

房
子

堂
免　

義
夫

　
　
　

梅
子

足
利　

久

　
　
　

元
子

福
島　

欣
之
介

　
　
　

和
恵

中
谷　

忠
市

　
　
　

宮
子

福
田　

明
男

　
　
　

富
美
子

中
野　

守

　
　
　

澄
子

阿
部　

敏
弘

　
　
　

和
子

山
本　

務

　
　
　

幸
子

加
統　

重
幸

　
　
　

良
子

久
米　

勝

　
　
　

武
子

粟
飯
原
啓
司

　
　
　

照
子

浦
庄
地
区

平
田　

豊

　
　
　

万
里
子

大
岸　

義
信

　
　
　

靜
子

隅
田　

良
佑

　
　
　

マ
ス
ミ

中
村　

進

　
　
　

よ
志
美

高
原
地
区

平
岡　

甫

　
　
　

豊
子

藤
井　

友
市

　
　
　

満
壽
美

木
内　

弘

　
　
　

源
枝

田
村　

利
正

　
　
　

睦
美

坂
東　

良
一

　
　
　

澄
子

加
賀
谷
好
雄

　
　
　

梅
子

桒
村　

昭

　
　
　

智
惠
子

森　
　

弘
一

　
　
　

ス
ヱ
子

古
髙　

榮
一

　
　
　

喜
美
子

吉
住　

義
宣

　
　
　

勝
枝

藍
畑
地
区

中
川　

勝
德

　
　
　

武
子

高
力　

秀
之

　
　
　

晴
美

小
川　

正
孝

　
　
　

膺
支
子

大
久
保
恒
雄

　
　
　

富
志
子

橡
谷　

巖

　
　
　

ミ
ヨ
コ

増
谷　

充

　
　
　

ト
ヨ
子

河
野　

勝

　
　
　

元
子

高
川
原
地
区

久
米　

利
一

　
　
　

ヒ
サ
子

友
成　

武
臣

　
　
　

京
子

吉
岡　

重
雄

　
　
　

縁

以
西　

肇

　
　
　

貞
子

長
尾　

禎
藏

　
　
　

公
子

今
岡　

嘉
文

　
　
　

和
代

笠
井　

安
雄

　
　
　

豊
子

石
井
地
区

後
藤　

治
一

　
　
　

豊
子

大
久
保
健
次
郎

　
　
　

田
鶴
子

森
川　

唯
一

　
　
　

達
子

青
山　

種
秋

　
　
　

イ
ツ
キ

浦
庄
地
区

久
保　

弘

　
　
　

ミ
チ
子

河
野　

幸
雄

　
　
　

美
代
子

近
藤　

秀
重

　
　
　

誠
子

高
原
地
区

有
井　

保

　
　
　

美
惠
子

桒
村　

武
文

　
　
　

文
子

田
村　

志
壽
夫

　
　
　

キ
ミ
子

山
口　

俊
吾

　
　
　

禎
子

稲
井　

肇

　
　
　

歌
惠
子

片
岡　

芳
富

　
　
　

靜
子

平
田　

勝
義

　
　
　

サ
ダ
子

冨
士　

章

　
　
　

好
子

近
藤　

幸
助

　
　
　

百
合
子

平
田　

善
一

　
　
　

桃
子

田
邊　

忠
重

　
　
　

久
子

松
原　

正
信

　
　
　

キ
ヌ
ヱ

齋
藤　

正
春

　
　
　

重
子

藍
畑
地
区

多
田　

博
文

　
　
　

靜
子

加
登　

宏

　
　
　

ミ
ヤ
子

樋
口　

實

　
　
　

ヨ
シ
ヱ

綱
木　

春
雄

　
　
　

文
子

木
村　

㓛

　
　
　

美
子

高
川
原
地
区

原
田　

三
郎

　
　
　

千
惠
子

清
重　

明

　
　
　

都
子

長
谷　

壽
一

　
　
　

俊
子

吉
岡　

利
男

　
　
　

ユ
リ
子

田
中　

勝

　
　
　

一
二
三

重
井　

好
髙

　
　
　

薫

河
野　

直
氣

　
　
　

テ
ル
子

井
内　

仗

　
　
　

俊
子

井
内　

勲

　
　
　

斐
子

高
橋　

重
利

　
　
　

富
子

筒
井　

義
之

　
　
　

シ
ゲ
子

松
田　

次
郎
一

　
　
　

マ
サ
子

竹
内　

繁
喜

　
　
　

シ
ズ
子

敬
称
略
・
順
不
同

敬老会・金婚者激励会

金
婚
該
当
者

ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
該
当
者

▲金婚者 ▲米寿到達者 ▲ 90 歳到達者

▲ダイヤモンド婚者 ▲夫婦そろって 80 歳到達者

▲稲垣　明さん



（�） 広　報　い　し　い 平成 19 年 10 月 28 日　第 140 号

図①適正体重計算式
◎あなたの適正体重は…（　　　kg）
適正体重の計算式
＝身長（m）×身長（m）×22
例）身長170cmの場合　1.7×1.7×22＝63.5kg
適正体重が出せたら、現在の自分の体重と比べて
みましょう。
自分の体重（kg）−適正体重（kg）＝（　　　kg）

　

前
回
ま
で
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

病
態
に
つ
い
て
主
に
説
明
し
て
き

ま
し
た
。そ
こ
で
今
回
は
、シ
リ
ー

ズ
③
（
最
終
回
）
と
し
て
、
日
常

生
活
に
お
け
る
予
防
法
に
つ
い
て

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

対
策
１　
自
分
の
現
状
を
知
る

～
適
正
体
重
と
ウ
エ
ス
ト
径
（
へ

そ
ま
わ
り
径
）
～

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
予
防
す
る
に
は
、
体
重
を
適
正

に
保
つ
こ
と
と
ウ
エ
ス
ト
径
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
ま
ず
は
、
自
分
の

体
重
が
適
正
体
重
と
比
べ
て
ど
う

か
、
ウ
エ
ス
ト
径
が
何
㎝
あ
る
か

（
基
準
値
・
測
り
方
は
シ
リ
ー
ズ

①
に
掲
載
）
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

　

図
①
の
計
算
式
で
、
自
分
の
体

重
を
適
正
体
重
と
比
べ
て
み
て

オ
ー
バ
ー
し
た
人
は
減
量
が
必
要

で
す
が
、
急
激
な
減
量
は
体
へ
の

負
担
が
大
き
い
上
、
体
重
が
す
ぐ

に
戻
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
運
動
不
足
の
解
消
と
食
事

の
改
善
で
１
カ
月
に
１
～
２
㎏
の

減
量
を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

対
策
２　
続
け
ら
れ
る
運
動

～
生
活
・
体
調
に
合
わ
せ
て
、
今

で
き
る
こ
と
は
？
～

　

仕
事
や
家
事
で
忙
し
い
毎
日
を

送
っ
て
い
る
と
、「
運
動
を
し
て

い
る
時
間
が
な
い
！
」
と
思
い
が

ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
何
か
の
つ
い
で

で
あ
っ
た
り
、
少
し
プ
ラ
ス
す
る

だ
け
で
で
き
る
運
動
を
工
夫
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

徒
歩
に
変
え
る
…
車
よ
り
自
転
車
、

自
転
車
よ
り
徒
歩
に
。
往
復
10
分

の
買
い
物
で
１
千
歩
ぐ
ら
い
稼
げ

ま
す
。
ま
た
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
階
段
に
変
え

る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

家
事
も
立
派
な
運
動
…
庭
い
じ
り
、

室
内
外
の
掃
除
、
洗
車
な
ど
の
家

事
も
30
～
40
分
し
っ
か
り
行
う
と
、

十
分
な
運
動
量
に
な
り
ま
す
。

な
が
ら
体
操
…
テ
レ
ビ
を
見
な
が

ら
筋
ト
レ
、
歯
み
が
き
を
し
な
が

ら
か
か
と
上
げ
な
ど
、
何
か
で
き

そ
う
な
時
間
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

良
い
姿
勢
を
保
つ
…
生
活
の
中
で

立
っ
た
り
座
っ
た
り
す
る
場
合
に
、

良
い
姿
勢
を
保
つ
だ
け
で
も
多
少

の
筋
力
を
使
い
ま
す
。

対
策
３　
食
生
活
の
改
善

～
内
臓
脂
肪
の
つ
き
に
く
い
食
べ

方
や
メ
ニ
ュ
ー
を
～

　

食
生
活
を
改
善
す
る
の
は
決
し

て
た
や
す
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
根
気
強
く
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

早
食
い
メ
ニ
ュ
ー
を
や
め
る
…
早

食
い
で
一
気
に
食
べ
る
と
血
糖
値

が
上
昇
し
、
食
べ
た
も
の
の
吸
収

率
が
高
ま
り
、
内
臓
脂
肪
が
た
ま

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
早
食
い
に

な
り
や
す
い
単
品
メ
ニ
ュ
ー
（
丼

物
・
麺
類
等
）
か
ら
定
食
の
よ
う

に
主
食
・
主
菜
・
副
菜
な
ど
に
分

か
れ
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー
に
切
り
替

え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
方
が
栄
養
バ

ラ
ン
ス
も
良
く
な
り
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
噛
ん
で
食
べ
る
…
ひ

と
く
ち
30
回
ぐ
ら

い
噛
む
つ
も
り
で

ゆ
っ
く
り
食
べ
ま

し
ょ
う
。
ゆ
っ
く

り
噛
ん
で
食
べ
る

こ
と
は
、「
腹
８

分
目
」
へ
の
近
道

に
も
な
り
ま
す
。

食
べ
る
順
番
に
注

意
す
る
…
食
べ
る

順
番
を
決
め
て
、

食
べ
る
量
な
ど
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

ま
し
ょ
う
。（
図

②
）

危
険
因
子
を
意
識
し
た
食
べ
方
…

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

悪
化
さ
せ
る
３
つ
の
危
険
因
子

（
高
脂
血
・
高
血
圧
・
高
血
糖
）

に
注
意
し
た
食
べ
方
も
必
要
で
す
。

〈
中
性
脂
肪
が
高
い
・
脂
肪
肝
〉

　

お
酒
や
甘
い
も
の
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。
果
物
の
摂
り
す
ぎ
（
適

量
は
必
要
）
も
要
注
意
で
す
。
な

ぜ
な
ら
、
果
物
の
果
糖
は
吸
収
さ

れ
や
す
く
、
内
臓
脂
肪
と
し
て
た

ま
り
や
す
い
か
ら
で
す
。

〈
血
圧
が
高
い
〉

　

塩
分
を
控
え
ま
し
ょ
う
。
唐
辛

子
や
わ
さ
び
、
コ
シ
ョ
ウ
、
山
椒

な
ど
の
香
辛
料
を
上
手
く
利
用
し

て
味
付
け
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

〈
血
糖
値
が
高
い
〉

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
す
。

い
ろ
ん
な
食
品
（
主
食
・
肉
や
魚
・

野
菜
な
ど
）
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂

る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
血
糖
値
の
急
上
昇
を
防
ぐ
た

め
に
、
ゆ
っ
く
り
と
よ
く
噛
ん
で

食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
日
常
の

食
生
活
を
振
り
返
り
、
改
善
で
き

る
と
こ
ろ
を
少
し
ず
つ
で
も
変
え

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
み
な

さ
ん
も
で
き
そ
う
な
こ
と
か
ら
実

践
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

図②食べる順番
…野菜
まずはこれで
お腹を落ち着かせる

副菜……………
品目を増やし
過ぎない程度に
バランス良く

…主菜
好きなもの
は早めに

主食
残すか
あらかじめ少なく

食べる順番を
決めて
食べる量などを
コントロール

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

　
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
③

　
　
　
　
（
最
終
回
）

健康メモ
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○に入る言葉は何でしょう。
【問１】　10 月１日から緊急○○速報がスタートしました。
【問２】　今回の健康メモでは、○○○○○○シンドロームの予防法
　　　　についてお話ししました。

7月号の当選者（敬称略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　※7月号の答え「①6日　②文化」
林由佳（石井）、桜間くにお（上浦）、後藤カツヱ　後藤サダ子（東高原）、柏木恵子（中島）、
泉寿子（東覚円）、長岡将吾（高畑）、木村龍之介　清重ハル子（高川原）、久米隆子（天神）
７月号広報クイズの応募総数は 56 通でした。当選者の皆さんおめでとうございます！

※　記載例
【問１】	 −緊急○○速報
【問２】	 −○○○○○○
　　　　シンドローム
住所・氏名（フリガナ）・
年齢（または学年）
イラスト・俳句など

　

８
月
25
日
、
田
中
家
住
宅

前
と
い
し
い
ド
ー
ム
前
の
農

道
に
て
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列

で
放
送
予
定
の
ド
ラ
マ
「
眉

山
」
の
撮
影
が
あ
り
ま
し
た
。

　

い
し
い
ド
ー
ム
前
の
農
道

で
は
、
主
役
の
常
盤
貴
子
さ

ん
と
父
親
役
の
山
本
學
さ
ん

が
出
演
さ
れ
、
二
時
間
程
度

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により 11月 30日（金曜日）役場必着でご応募下
さい。抽選で 10名の方に1,000円の図書カードを進呈します。
　また、クイズの答えの後にイラスト・俳句・教えて欲しい事など、どんどん書いて応募してくださいね。

　

ド
ラ
マ
「
眉
山
」
は
、
石

井
町
以
外
に
も
県
内
各
地
で

撮
影
が
あ
り
ま
し
た
。

　

映
画
「
眉
山
」
と
は
、
脚

本
も
ロ
ケ
地
も
異
な
っ
て
い

て
、
映
画
を
見
た
方
も
楽
し

め
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

テ
レ
ビ
放
送
が
待
ち
遠
し

い
で
す
ね
。

　

高
原
小
５
年
の
大
島
拓
海
君
（
東
高
原
）
が
８

月
19
日
に
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
た
第
４
回
全
国
小

学
生
学
年
別
柔
道
大
会
に
お
い
て
、
男
子
５
年
45

㎏
級
で
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で

は
、
兄
の
優
磨
君
も
５
年
生
で
優
勝
、
６
年
生
で

準
優
勝
と
い
う
好
成
績
を
収
め
て
い
て
、
今
回
の

拓
海
君
の
優
勝
で
兄
弟
そ
ろ
っ
て
優
勝
と
い
う
快

挙
も
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

大
島
君
は
、
体
重
が
37
㎏
と
こ
の
階
級
で
は
小

柄
な
選
手
に
な
り
ま
す
が
、
自
分
よ
り
も
体
格
の

良
い
強
豪
選
手
た
ち
を
破
り
日
本
一
の
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。

　

大
島
君
は
、「
来
年
も
こ
の
大
会
で
優
勝
し
、

連
覇
し
た
い
！
」
と
新
た
な
目
標
を
目
指
し
て
、

闘
志
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

図書カードを当てよう！広報クイズ

みんなの
ページだよ！

図書カードを当てよう！広報クイズ

ふれ
あい広場ド

ラ
マ
「
眉
山
」
の
撮
影
が
あ
り
ま
し
た

全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会
優
勝
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省
エ
ネ
の

　

み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン

　
　

ゴ
ー
ヤ
さ
ま

　

食
材
か
ね
て

　
　

一
躍
ち
ょ
う
児

井
上　

澄
子
さ
ん
（
加
茂
野
）

夏
休
み

　

親
の
介
護
に

　
　

日
々
つ
く
し

　

笑
顔
み
や
げ
に

　
　

家
族
の
も
と
へ

中
山　

幸
子
さ
ん
（
関
）

打
ち
水
の

　

涼
や
か
な
風

　
　

の
き
し
た
に

　

風
鈴
の
音
に

　
　

あ
な
た
を
想
う

中
川
美
智
子
さ
ん
（
下
浦
）

梅
雨
季
を

　

誰
が
つ
け
た
か

　
　

水
無
月
と

　

紫
陽
花
濡
れ
る

　
　

あ
あ
今
日
も
雨

後
藤
カ
ツ
ヱ
さ
ん
（
東
高
原
）

ザ
ア
ー
ザ
ア
ー
と

　

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス

　
　

た
た
く
音

　

ワ
イ
パ
ー
の
活
躍

　
　

あ
ゝ
夏
の
雨

美
馬
ト
シ
子
さ
ん
（
下
浦
）

も
ら
い
水

　

筒
に
差
さ
れ
し

　
　

花
一
輪

　

心
安
ら
ぐ

　
　

寺
の
夕
暮
れ

桑
村
千
代
子
さ
ん
（
下
浦
）

さ
ぁ
出
番

　
「
待
っ
て
ま
し
た
」
と

　
　

花
開
き

　

ま
つ
り
の
夜
の

　
　

大
一
番

林　
　

明
美
さ
ん
（
石
井
）

夏
ま
つ
り

　

年
に
一
度
の

　
　

シ
ョ
ー
タ
イ
ム

　

空
に
花
咲
く

　
　

打
ち
上
げ
花
火

林　
　

絵
美
さ
ん
（
石
井
）

寝
苦
し
い

　

い
つ
ま
で
続
く

　
　

熱
帯
夜

　

エ
ア
コ
ン
だ
け
が

　
　

フ
ル
回
転

林　
　

由
佳
さ
ん
（
石
井
）

夏
盛
り

　

い
な
が
跳
ね
飛
ぶ

　
　

吉
野
川

野
口　

直
之
さ
ん
（
重
松
）

神
無
月

　

教
え
ら
れ
ま
す

　
　

稲
穂
か
な

泉　
　

史
子
さ
ん
（
下
浦
）

窓
あ
け
て

　

咲
い
た
ア
サ
ガ
オ

　
　

か
ず
眺
め

山
口
テ
ル
子
さ
ん
（
下
浦
）

我
が
家
の

　

松
は
す
こ
や
か

　
　

深
み
ど
り

福
田　

眞
治
さ
ん
（
市
楽
）

夏
休
み

　

犬
の
し
っ
ぽ
が

　
　

ゆ
ら
ゆ
ら
り

木
内　

珠
美
さ
ん
（
中
島
）

●
ハ
ガ
キ
で

　

◆
広
報
ク
イ
ズ

　

◆
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

　

◆
イ
ラ
ス
ト
（
か
な
ら
ず
黒
の

　
　
油
性
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ

　
　

い
・
カ
ラ
ー
不
可
）

　

◆
サ
ー
ク
ル
紹
介

　

◆
作
っ
て
欲
し
い
コ
ー
ナ
ー
・

　
　

教
え
て
欲
し
い
事
な
ど

●
封
書
で

　

◆
赤
ち
ゃ
ん
紹
介（
３
歳
前
後
・

　
　

写
真
、
コ
メ
ン
ト
を
同
封
し

　
　

て
く
だ
さ
い
）

　

◆
広
報
い
し
い
の
表
紙
を
飾
る

　
　

写
真
（
未
発
表
作
に
限
り
ま

　
　
す
）

　

住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・

年
齢
（
ま
た
は
学
年
）
を
か
な
ら

ず
書
い
て
郵
便
で
お
送
り
下
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
掲

載
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
応
募
ハ
ガ
キ
等
は
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

高
川
原
字
高
川
原
一
二
一—

一

石
井
町
役
場

　
　
　
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
係

〒 779-3295

参
議
院
選
挙

　

暑
い
夏
に

　
　

熱
い
声

高
田　

功　

さ
ん
（
石
井
）

古
希
忘
れ

　

少
し
濃
い
め
の

　
　

紅
を
引
く

武
知　

君
子
さ
ん
（
中
島
）

夏
の
朝

　

鮮
や
か
な
り
し

　
　

蓮
の
花

喜
多　

盛　

さ
ん
（
石
井
）

老
い
て
な
を

　

竹
馬
の
友
と

　
　

語
る
夢

松
島　

秀
子
さ
ん
（
石
井
）

役
場
庁
舎
夜
間
宿
直
業
務

の
廃
止
に
つ
い
て

　

11
月
1
日
（
木
）
よ
り
役
場
庁

舎
で
午
後
5
時
15
分
以
降
に
行
っ

て
い
た
宿
直
業
務
を
廃
止
し
ま
す
。

　

緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、

綜
合
警
備
保
障
（
株
）

（
℡
６
２
５―

０
０
７
０
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
総
務
課

℡
６
７
４―

１
１
１
１

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
紹
介

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
紹
介

応　
募　
方　
法
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第２２回国民文化祭・とくしま２００７

民俗芸能の祭典『獅子舞』
日　時：平成 19 年 11 月 3 日（土）文化の日
　　　　午前 10 時〜午後 4 時
場　所：石井中学校体育館

　石井中学校の 1 年生は、夏休みの課題として家庭で朝食作りに挑戦
し、9 月 22 日の文化祭で石井町や徳島県でとれた野菜などをたっぷり
使った朝食のコンクールを実施しました。
　投票の結果、紙崚也君の「夏野菜の朝ごはん」が最も優秀な献立に
決定しました。
　朝食は体温を上げ、脳の栄養となるので、朝食抜きでは 1 日のスター
トを元気にきることができません。必ず朝食をとりましょう！

●たまごとトマトのいためもの
①にんにくはみじん切り、ピーマンは 1cm 角、トマトはくし形に切る。
②たまごは割りほぐして a を加えて混ぜる。
③バターで①をいため、②を加えてふんわり大きくいため合わす。

●なすのマヨネーズ焼き
①なすは１cm 幅の輪切りにして塩水にさらす。ハムは千切りにする。
②なすの水気をふき、オーブントースターの耐熱皿に並べ、塩・こしょう

を少量ふり、マヨネーズをぬる。
③オーブントースターで焼き色がつくまで 10 分ほど焼く。器にもりつけ

てハムをちらして出来上がり。

　　　材料（４人分）　　
●たまごとトマトのいためもの
たまご……………………４個
にんにく…………１／２かけ
トマト……………………２個
ピーマン…………………１個
　　塩…………小さじ１／３
ａ　こしょう……………少々
　　粉チーズ………大さじ２
　　バター…………大さじ２

●なすのマヨネーズ焼き
なす………………………４本
ハム………………………２枚
マヨネーズ…………大さじ６　
塩…………………………少々
こしょう…………………少々

●小松菜と油揚げのみそ汁
油揚げ……………………２枚
小松菜………………１／２束
たまねぎ……………１／２個
だし汁………………４カップ
みそ…………………大さじ３

石井中１年　紙　崚也　君

朝食コンクール優秀作品紹介

プログラム
10：00　開演・オープニング
　　　　　高川原幼稚園児による獅子舞
　　　　　石井中学校ブラスバンドによる演奏
10：40　 第１部：伝統の演舞〜阿波に伝承の舞
　　　　　〔出演団体〕広棚獅子連・夏子獅子舞
　　　　　桧獅子舞保存会・宿毛谷獅子舞保存会
　　　　　八幡獅子太鼓保存会
12：00　第２部：文化の伝承〜子ども達が守る舞
　　　　　〔出演団体〕足代小学校
　　　　　岩井地区伝統文化子ども教室
12：45　〔特別出演団体〕
　　　　　神戸市立兵庫商業高等学校「龍獅團」
13：00　第３部：全国との交流〜各地に伝わる舞
　　　　　〔出演団体〕本海番楽猿倉講中
　　　　　岩国行波の獅子舞保存会・香川県二條獅子連
　　　　　藤白の獅子舞保存会・生田神社獅子舞保存会
　　　　　東かがわ市白鳥虎頭舞保存会

14：50　第４部：郷土の演舞〜石井町近隣の舞
　　　　　〔出演団体〕阿川芸能獅子舞保存会
　　　　　那東獅子保存会・森藤獅子舞保存会
　　　　　高川原勇獅子保存会
15：50　フィナーレ
16：00　終了
パネル展　10:00〜16:00
獅子頭の展示 10:00〜16:00　
大獅子（香川県三木町）の獅子頭を展示
当日は、シャトルバス（石井駅から会場まで、所要時
間７分）を運行します。

※出演順・出演時間は余儀なく変更させていただく場合があります。

石井駅発 石井中学校発
  9：00 13：00 ー 13：30
  9：30 14：00 ー 14：30
10：00 15：00 ー 15：30
10：30 ー ー 16：00
11：00 ー 11：30 16：30
12：00 ー 12：30 ー

（

古紙配合率100％再生紙を使用しています
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